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研究成果の概要（和文）：本研究は、2011東日本大震災後の岩手県における地域と学校とが連携した民俗芸能の後継者
育成の過程をドキュメンテーションし、伝統文化再生の教育プログラムの提示を目指したものである。具体的には、①
民俗芸能を取り巻く危機的現状の調査（フィールドワークや大学生対象のアンケート等）とともに、②事例研究として
陸中海岸の鵜鳥神楽（普代村）と中野七頭舞（岩泉町）を取り上げ、伝承過程を「動態保存」とコンテクストの観点か
ら記述・分析した。③平成26年度には、岩手県の小・中学校を対象とする郷土芸能教育実施状況アンケート調査を実施
し、平成15年のデータと比較分析して伝統文化の継承と教育の在り方について検証した。 

研究成果の概要（英文）：This study attempted to present an educational program to revive the traditional 
culture in Iwate after the Northeast Japan Earthquake on March 11, 2011, by documenting the process of 
developing successors of folk performing arts supported by the cooperation between schools and the local 
areas.The concrete approaches taken were (1) to research the critical conditions related to folk 
performing arts,(2) to analyze their transmitting processes from the point of view of dynamic 
preservation and socio-cultural context, taking Unotori Kagura at Fudai Village and Nakano Nanazu-mai at 
Iwaizumi　Town in Rikuchu Coast as case studies, and (3) to verify the questionnaire results of folk 
preforming arts education targeted at elementary and junior high schools in Iwate conducted in 2014.The 
importance of the traditional culture and its education was recognized.
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１．研究開始当初の背景 
（１）民俗芸能を学校教育へ取り入れようと
する教育政策は、1960 年代に萌芽を見せ、
1980 年代から推進されてきたが、まだまだ
多くの問題が山積している。民俗芸能団体
（保存会等）の伝承者や地域との連携、学校
での鑑賞教室や講師の派遣、芸能の歴史や文
化についての教材や教育プログラムの開発
は、今なお開拓すべき現代的な課題である。 
 
（２）学習指導要領(2008)においては、今ま
でに増して「我が国の伝統文化」の重要性が
強調され、小学校音楽科でも祭をはじめとす
る民俗芸能（郷土芸能）の教材化も強化され
ている。中学・高校の音楽科では「音楽文化
の理解」が新たに目標に掲げられ、文化的・
歴史的背景（コンテクスト）を踏まえた伝統
音楽の指導の一層の充実がうたわれている。 
こうした指針は、民族音楽学や文化人類学
の諸理論、例えば「身体技法」を重視した無
形文化財の「動態保存」やコンテクスト論（徳
丸吉彦他編 2007『事典 世界音楽の本』、
山田陽一編 2008『音楽する身体』など）等
をベースとしているが、これらの学問成果の
学校教育への寄与は現状では不十分であり、
さらなる実践的援用が望まれる。以上を踏ま
え、本研究では「民俗芸能の宝庫」と言われ
る岩手県の事例を対象に、理論と実践をリン
クさせた研究を行う。 
 
（３）岩手県では、神楽やさんさ踊り、虎舞、
鹿踊、七頭舞など、東北地方を代表する豊か
な芸能が、暮らしとともに生きた形で継承さ
れてきた。また、学校での郷土芸能の活動も
盛んで、運動会や文化祭等で伝承活動として
取り組まれてきた。しかし、2011.3.11 東日
本大震災によって陸中沿岸部のコミュニテ
ィが根こそぎ崩壊し、民俗芸能の活動や伝承
が危機にさらされている。特に、後継者育成
の問題は、震災前から存在してはいたが、よ
り切実となった。このため、こうした現状を
調査し、伝統文化再生のための教育プログラ
ム例を提示することが緊急の課題である。 
 
２．研究の目的 
本研究は、震災後の岩手県における地域と
学校とが連携した民俗芸能の後継者育成の
過程をドキュメンテーションし、伝統文化
再生の教育プログラムを提示することを目
的とする。具体的には、①民俗芸能を取り
巻く危機的現状の調査、②陸中海岸の民俗
芸能の事例研究：鵜鳥神楽（普代村）と中
野七頭舞（岩泉町）、③教材の作成と民俗
芸能の鑑賞会およびシンポジウムの開催を
行い、それらを総括して、伝統文化の継承
と教育の在り方について検証する。 

 
３．研究の方法 
（１）東日本大震災後の岩手県の民俗芸能の
現状の情報収集と基礎調査を、メンバー全員

が、フィールドワークや岩手県内の大学生へ
の聴き取り、アンケート等により持続的に行
い、国内外の学会等で発表した。 
 
（２）事例研究として、陸中沿岸を巡業する
「廻り神楽」の鵜鳥神楽（普代村）と、伝承
を県内外に広げる活動をしてきた中野七頭
舞（岩泉町）を取り上げ、地域や学校と連携
した民俗芸能の後継者育成に注目して現状
を調査し、「動態保存」とコンテクストの観
点からドキュメンテーションを行った。 
 
（３）陸中海岸の民俗芸能を事例としたフォ
ーラムを開催し、伝統文化の継承と場の再生
の問題について討論した。 
 
（４）平成 26 年度に岩手県の国公立小・中
学校を対象とする郷土芸能教育実施状況ア
ンケート調査を実施し、今後の岩手県の教育
に寄与するために、その報告書を県内の教育
機関等へ配布した。 
 
４．研究成果 
本研究では、震災後の岩手県における民俗
芸能の状況変化により、若干計画を変更し
た部分もあったが、民俗芸能の危機に際し
ての教育の可能性を事例研究やアンケート
調査等により具体的に提示し、その研究成
果を教育現場等に還元した点が、研究の意
義として認められる。以下に具体的に成果
を報告する。 
 
（１）東日本大震災後の民俗芸能の現状につ
いて研究メンバー全員が持続的に関係者か
らの聞き取り調査やフィールドワークを行
い、情報を収集・共有し、その成果を国内外
の学会等で発表した。また、研究代表者は大
学生を対象とするアンケート「民俗芸能自分
史」を継続的に実施した。大学生自らの震災
後の芸能の在り方への意識喚起にもつなが
り、伝統文化の継承へ向けての意識も高めら
れた。 
 
（２）陸中海岸の民俗芸能の主事例として鵜
鳥神楽（普代村）を取り上げ、研究メンバー
全員が研究に携わった。鵜鳥神楽は、黒森神
楽と並び沿岸部の広域を巡る「廻り神楽」で
あるが、震災で巡業先の「神楽宿」の多くが
流失し、危機を迎えていた。そこで新しい試
みとして、小学校を民俗芸能の「場」とする
「子ども神楽宿」が連携研究者・橋本裕之氏
により発案され、保存会や普代小学校との連
携により平成 24・25 年度に試行することが
できた。これは、小学生が「神楽宿」を主催
し、宿の運営から神楽のコンテクストまで総
合的に学ぶ教育プログラムであり、学校・地
域・保存会・研究者チームの連携による民俗
芸能の「場」の再生・創出のモデルともなり
得る事例として大きな意義が認められ、その
後も継続されている。なお、鵜鳥神楽の「子



ども神楽宿」のドキュメンテーションを映像
専門家の撮影によりDVD記録教材として作成
し、今後の持続的活動のために、学校や保存
会等へフィールドバックした。 
 
（３）中野七頭舞（岩泉町）の事例研究につ
いては、被災後の保存会や学校での活動につ
いてインタビューを中心に調査を行った。中
野七頭舞は、保存会並びに地元の小・中・高
校での伝承のみならず、東京等の県外にも活
動の場を広げてきた芸能である。震災後は学
校における伝承活動にも広がりが見られ、例
えば岩泉高校の高校生が国内外での公演で
活躍する等、グローカルな交流が新たに展開
された。 
 
（４）2014 年 3 月 22 日に、鵜鳥神楽保存会
を招聘し、フォーラム「社会実験としての神
楽宿」（日本音楽学会東日本支部第 21 回定例
研究会、岩手大学桐丘荘）を開催した。研究
分担者・木村直弘氏がコーディネーターとな
り、連携研究者・橋本裕之氏と研究協力者・
中川真氏が現状報告を行い、畳敷きの会場で
「神楽宿」に近い形での神楽公演が行われた。
「芸能の実践の場」の創出の重要性や研究者
として「被災地に学ぶ」意義が再認識された
成果は大きい。 
 
（５）平成 26 年度に最終年度のまとめとし
て、研究代表者が、岩手県の国公立小・中学
校を対象とする郷土芸能教育実施状況アン
ケート調査を実施した。既に（一社）岩手県
文化財愛護協会により平成 10、13、15 年の 3
回にわたり実施された同様のアンケートの
追跡調査として位置づけ、震災後の現状を平
成15年のデータと比較分析した。その結果、
学校における郷土芸能教育の実施率は、中学
では以前より減少して 35％だったが、小学校
では大きな変化はなく 63％であった。一方、
学校と地域のいずれかまたはその両方で郷
土芸能の活動に携わっている子どものいる
学校の割合は、小学校で約 8割、中学校で約
７割と共に高いことが新たに明らかとなっ
た。さらに、被災地の学校からは、運動会や
文化祭等での芸能の発表が地域コミュニテ
ィにとって「復興に向けた喜びやシンボル」
となっている報告も寄せられた。これらの事
例を元に、アンケートの報告書では、地域文
化の再生や復興へ向けてのアプローチの基
礎となりうる資料を作成し、伝統文化の継承
と教育の在り方について検証した。なお、当
初の計画では、教材「岩手の民俗芸能とくら
し」の作成を予定していたが、アンケートの
報告書に教材的な資料を掲載する形でまと
めとした。この報告書は、岩手県の教育関係
機関や学校等へ配布し、研究成果を還元した。 
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